
金沢美術工芸大学大学院履修等に関する規程

平成 22年 4 月 1日規程第 38 号

（趣旨）

第 1 条 この規程は、金沢美術工芸大学大学院学則（平成 22 年規程第 2 号。以下「大

学院学則」という。）第 30 条の規定により、金沢美術工芸大学大学院美術工芸研究科

（以下「研究科」という。）における教育課程、履修方法、成績考査、進級及び課程

の修了の取り扱いに関する事項を定めるものとする。

（授業科目）

第 2条 研究科における授業科目は、次のとおりとする。

(1) 必修科目

(2) 選択科目

（単位配当）

第 3条 前条の規定に基づく授業科目及び単位の年次配当は、別表のとおりとする。た

だし、都合により臨時にその一部を変更することがある。

（修得すべき単位数）

第 4 条 学生は、専攻、コ－ス等に応じて、別表に定める単位を、大学院学則第 24 条

に定める単位数（修士課程 30 単位、博士後期課程 13 単位）以上修得しなければなら

ない。

2 博士後期課程に在学する学生（以下「博士学生」という。）は、在学期間中、所属す

る研究領域において、研究領域研究指導を履修し、当該学生の主任指導を担当する教

授（以下「主たる指導教授」という。）等の研究指導を受けなければならない。ただ

し、研究領域研究指導については、単位を与えないものとする。

3 修士課程において、教員の専修免許状を取得しようとする学生は、第 1 項の単位及

び本学学部における教員免許状取得に必要な単位のほか、教科に応じて指定された単

位を修得しなければならない。

（履修科目の届出）

第 5条 学生は、毎年度の始めに、指導教授（博士後期課程においては主たる指導教授）

の指導を受けて、別に定める履修届及び研究計画書を所定の期日までに提出しなけれ

ばならない。

（博士後期課程研究指導等）

第 6条 博士論文及び研究作品制作指導は、主たる指導教授、研究領域研究指導担当教

員、その他の履修科目担当教員が、その担当分野に応じて共同でこれを行うものとす

る。

（成績の考査）

第 7条 成績の考査は、筆記試験若しくは口頭試験又は研究報告によって行うものとす



る。ただし、研究科委員会の承認を得た授業科目については、平常の成績をもってこ

れに代えることができる。

（修士課程修了の認定のための修士作品等の提出）

第 8条 修士課程修了認定のための修士作品等（絵画、彫刻、工芸、デザイン専攻にあ

っては作品、芸術学専攻にあっては論文。以下「修士作品等」という。）の提出は、

修士課程に 1 年以上在学し、かつ、2 年次修了時までに 30 単位以上の修得見込みの

者に限るものとする。ただし、極めて優れた業績を上げたと研究科委員会が認めた者

の在学要件については、大学院学則第 31 条ただし書きに規定する期間の在学見込み

が有れば足りるものとする。

2 修士作品等並びにその題目及び要旨は、学長が指定する期日までに提出しなければ

ならない。この場合において、修士作品等の題目については、あらかじめ、指導教授

の承認を得なければならない。

（博士後期課程修了認定のための博士論文等の提出）

第 9条 博士後期課程修了認定のための博士論文等（美術、工芸、環境造形デザインの

研究領域にあっては論文及び研究作品。環境造形デザイン及び芸術学の研究領域にあ

っては論文のみとすることができる。以下「博士論文等」という。）の提出は、予備

審査により博士論文等提出予備資格を得た者で、博士後期課程に 2年以上在学し、課

程修了までに必要な単位修得見込みの者に限るものとする。ただし、極めて優れた業

績を上げたと研究科委員会が認めた者の在学要件については、大学院学則第 32 条た

だし書きに規定する期間の在学見込みが有れば足りるものとする。

2 博士論文等及びその題目、目録、要旨は、主たる指導教授の承認を得て、学長が指

定する期日までに提出しなければならない。

（博士論文等及び修士作品等の審査及び試験）

第 10 条 博士論文等及び修士作品等の審査及び試験（以下「審査等」という。）は、金

沢美術工芸大学学位規程（平成 22 年規程第 39 号。以下「学位規程」という。）第 5

条の規定により、研究科委員会が行う。

2 特別の事情により審査等を受けることができなかった者は、その理由を付して追審

査等を願い出ることができる。

3 学長は、前項の願い出のあった者について、研究科委員会の議を経て追審査等を行

うことができる。

（博士論文の印刷公表等）

第 11 条 博士の学位を授与された者は、文部省学位規則第 9 条に基づき、その学位を

授与された日から 1年以内に、その博士論文を印刷公表しなければならない。ただし、

学位を授与される前に印刷公表したときは、この限りではない。

2 前項の規定に関わらず、やむを得ない事由がある場合には、本学の承認を得て、博

士論文の内容を要約したものを印刷公表することができる。この場合、本学はその論



文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

3 博士論文を公表する場合には、「金沢美術工芸大学審査学位論文（博士）」と明記し

なければいけない。

4 博士論文に加え研究作品を提出した者は、本条第 1 項に準じて、その審査対象とな

った研究作品を一定期間公開展示するものとする。ただし、学位を授与される前に公

開展示したときは、この限りではない。

（研究発表等）

第 12 条 博士学生は、履修する科目に定められた成果発表等を定められた回数以上、

大学院運営委員会の承認を得て、共同発表会形式で行わなければならない。その場合、

複数の履修科目の成果発表等を兼ねることができるものとする。なお、その運営等は、

博士学生が行うものとする。

2 博士後期課程 3 年次生は、博士後期課程研究発表展を博士論文等審査期間中に共同

で行うものとする。その場合、実技系においては研究作品展示、理論系においては口

頭による研究発表とする。なお、その運営は、博士後期課程 3年次生共同で行うもの

とする。

3 修士課程の修了認定を受けた修士学生は、修了制作展において、修士作品等を発表

するものとする。

（満期研究論文）

第 13 条 標準修業年限を迎えた博士学生は、博士後期課程における研究成果として、

主たる指導教授の承認を受けて満期研究論文を学長に提出するものとする。

2 満期研究論文の枚数、提出時期等は研究科委員会が別途指示するものとする。

（単位取得満期退学及び在学延長）

第 14 条 博士後期課程に標準修業年限（3 年）以上在学し、修了に必要な単位を取得

した者には、学長は、研究科委員会の議を経て、単位取得満期退学を認定する。

2 引き続き在学延長を希望する者は、主たる指導教授の許可を得て、研究科委員会の

指定する日までに、1年間又は半年間の単位で在学期間延長願いを学長に提出しなけ

ればならない。

3 学長は、研究科委員会が、研究継続等在学を延長する必要性を認め、かつ研究科の

教育及び研究に支障がないと認めた場合は、大学院学則に規定する在学期間（5年）

を超えない範囲でこれを許可できるものとする。

（準 用）

第 15 条 この規程に定めるもののほか、研究科に関する取り扱いについては、金沢美

術工芸大学履修等に関する規程（平成 22 年規程第 37 号）第 5 条（時間割）、第 7 条

（研修旅行及び学外学習）、第 8 条（成績の考査。ただし、第 1 項を除く。）、第 9 条

（単位の認定）、第 10 条（試験）、第 11 条（進級の認定）、第 13 条（留年）、及び第

16 条（授業日程等の連絡）の規定を準用する。



2 前項の規定により金沢美術工芸大学履修等に関する規程を準用する場合において

「学科」は、「研究科」に、第 13 条（留年）における「10 単位」は、「4 単位」に読

み替えるものとする。

（雑 則）

第 16 条 この規程に定めるほか、必要な事項は、学長が別に定めるものとする。

附 則

１ この規程は、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。

２ 平成 22 年 3月 31 日に在学し、同年 4月 1日以降も引き続き在学する者に係る履修

等については、なお従前の例による。


